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0．研究開発の概要 

１．対象とした政策や政策形成プロセス、およびその課題 
 
パンデミック政策。特に、緊急事態宣言のような社会経済に大きな影響を与えると考えられる行動

制限政策。背景としては、コロナ危機発生時から「感染症対策と社会経済活動の両立」が謳われた

一方、感染症対策の社会経済に与え得る負の影響を考慮した理論的・定量的な分析が欠けていた状

況がある。 
 

２．「科学技術イノベーション政策のための科学」としてのリサーチ・クエスチョン 
 
プロジェクト開始段階では、開始前にすでに行った感染と経済の統合モデルの拡張・政策現場への

展開を目標としていた。しかしながらプロジェクト開始後の感染状況・社会経済正常化の議論等を

踏まえて、「感染症対策と社会経済活動の両立」を考えるために有用だと思われる様々な分析を行っ

た。 
 
３．創出した成果により、「誰に、何を」与えたのか 
 
本プロジェクトを通して、学術的な研究成果ではなく、分析の学術的な質はある程度担保しつつも、

リアルタイムに政策判断に役に立つ分析をタイムリーに政策現場に提供することを優先し、積極的

に政策現場に分析を届けた。 
 
東京都新型コロナウイルス感染症モニタリング会議、新型インフルエンザ等対策推進会議基本的対

処方針分科会、新型コロナウイルス感染症対策分科会、経済財政諮問会議特別セッション等、正式

な会議で分析を発表するだけでなく、非公式な勉強会や分析依頼の対応を通して、政策現場に分析

を共有した。 
 
また、Zoom 説明会・メディアを通して「感染症対策と社会経済活動の両立」に関心のある一般の方々

にも分析を頻繁に発信した。 
 
４．研究開発の達成状況と限界 
 
数理モデルシミュレーションに基づく感染・病床見通しを始め、リアルタイムに政策判断に役

立つ様々な分析を政策現場に提供出来た。 
 
本プロジェクトの限界としては、「感染症対策と社会経済活動の両立」に関心のある人材の保持・

育成が挙げられる。異なる二つの分野の交差点に位置するテーマであり、それぞれの分野で

パンデミック危機最中以外はあまり関心が高いテーマとは言えない。本プロジェクト後半に

その限界が特に顕著だったと言える。 
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1．プロジェクトの達成目標 

 
当初のプロジェクト目標 

 
 リアルタイムの政策分析に利用できる感染抑制と経済活動の統合的シミュレーションモ

デルを開発する 
 上記のモデルをわかりやすく記述し、政策現場で使いやすいコードを提供する 
 政策立案に関わる人々にワークショップ等を通じてモデル分析の応用例を解説し、次にパ

ンデミックが発生した際、迅速に EBPM に基づく政策を実行できるよう準備する 
 ワクチンの最適配分戦略や、コロナショックが各産業に与えた影響、都道府県別の感染抑

制に対する経済コストの定量化、GoTo キャンペーンの効果等の事後検証を行い、将来に

向けた改善点を追究する 
 事後検証の結果を広く一般の市民にも発信し、将来起こりうる危機に対して議論の幅を広

げる 
 
最終的なプロジェクト目標 

 
A. 感染症対策と社会経済の両立に関する分析 

 感染抑制と経済活動の統合的シミュレーションモデルの開発 
 感染抑制と経済活動の統合的シミュレーションモデルに基づく応用的分析（国別・

都道府県別の感染抑制に対する経済コストの定量化） 
B. 感染・病床に関する分析 

 リアルタイムで政策現場が利用できる感染・病床シミュレーションモデルの開発 
 上記のモデルをわかりやすく記述し、政策現場で使いやすいコードを提供する 
 様々な感染シミュレーション分析（数理モデルを用いたワクチンの最適配分戦略、

第 5 波収束の要因分析、水際対策の効果、第 6、７，８波における病床見通し、第 6，
7 波における重症化率・致死率の見通し、） 

 自身の感染シミュレーション分析の検証 
 結果を広く一般の市民に発信 

C. 社会経済に関する分析 
 超過自殺分析 
 婚姻・出生分析 
 感染と就労の調査 
 濃厚接触者隔離と就労の調査 
 結果を広く一般の市民に発信 

D. 「政策コミュニケーション」、「SPI（Science-Policy-Interface）」に関する分析 
 コロナ危機中の数理モデル分析の検証 
 コロナ危機中のリスクコミュニケーションの検証 
 主観的リスク調査 
 自身の分析・経験に基づいたパンデミックにおける EBPM の考察 

 
プロジェクト目標整理の背景 
 
2024 年度初頭にプロジェクト目標の整理を行った背景を以下説明する。 
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本プロジェクトが開始したのは 2021 年 10 月である。当時は 1 回目・2 回目のワクチン接種

が終了し感染が落ち着いていた時期である中、今後どのようにパンデミックが収束するかに

関して大きな不確実性があった。また、その時点で私自身は何度も政策現場に分析を提供す

る機会があったが、今後どのような分析が政策現場で有用であるかには大きな不確実性があ

った。 
 
2022 年初頭には感染力の強いオミクロン株が登場した。2022 年も感染の波が来るたびに医

療体制に負荷がかかり、感染・病床の見通しの必要性は継続した。そういった中、（後に具体

的に記述するように）2022 年夏まで政策現場・一般市民から感染・病床シミュレーションを

求められる機会が継続した。その一方で、社会経済の正常化が先送りとなる中、感染対策の

継続の負の側面にも注目が集まり始め、コロナ危機からの出口戦略の議論が本格化した。そ

れに呼応して、（後に具体的に記述するように）コロナ禍における社会経済活動に関する分析

に対する政策現場・一般市民からの需要が増加した。 
 
コロナ危機は 2023年 5月に五類化に伴い一区切りがつくが、その後も内閣感染症危機管理統

括庁主催「事業者におけるまん延防止対策の振り返りに関する意見交換会」、「事業者等にお

ける感染症対策等に関する意見交換会 」、「感染症危機に向けた情報分析等の在り方に関する

意見交換会」への参画、ポストコロナのマクロ経済運営に関する経済財政諮問会議特別セッ

ションへの参画等を通して、政策現場に知見を求められる機会が続いた。 

 
プロジェクト当初の目標は、コロナ危機がそれほど長期化しないと想定していた時期に、2021

年前半の私個人の経験・問題意識を反映した内容となっている。現在のプロジェクト目標は、

2022 年以降の感染状況・社会経済活動を観察し、2022 年以降にも政策現場に分析・知見を提

供した経験をもとに、「次のパンデミックのために何を残せるか」を考えるのに適した整理を

している。 

 

プロジェクトの本質である「感染症対策と経済活動の統合的な分析」は変化していない。当

初の目標と現在の目標では、整理の仕方には明確な違いがあるものの分析の中身に関しては

重複する部分は多い。その一方で分析の中身に関しても違いは幾つかある。以下では当初の

目標と現在の目標の違いを要約する。 

 
１． 
 
「リアルタイムの政策分析に利用できる感染抑制と経済活動の統合的シミュレーションモデ

ルを開発する」のではなく、「リアルタイムの政策分析に利用できる感染シミュレーションモ

デルを開発する」に変更した。背景は以下の通りである。 

 

2020 年初頭は感染と経済の統合モデル（Fujii-Nakata モデル）に基づいた知見が政策現場か

ら求められた。しかしながら、そういった知見が求められる一方で、感染にフォーカスした

より信頼性のあるシミュレーションも求められた。例えば入院患者数・重症患者数といった

変数は当初 Fujii-Nakataモデルには入っていなかったが、要望に応えてそういった変数を追

加した。 

 

時間が経つにつれ（特に第 5波収束後の 2021 年秋以降）、統合モデルの経済部分に対する関
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心はさらに薄れ、統合モデルを複雑化していくのではなく、感染側にフォーカスしたモデル

を開発したほうがより政策現場の役に立つと判断した。その判断に基づき、2022年 4月には

「47都道府県別病床見通しツール」を開発し厚労省アドバイザリーボードで発表した。コー

ドを公開するだけでなく、現場の人が使いやすいようなインターフェイスのウェブサイトも

構築した。以降の感染・病床シミュレーションはこのツールに基づくものとなっている。 

 

２. 

 

当初の目標と比較して、現在の目標はより多様な感染シミュレーション分析、社会経済への

影響分析が含まれている。分析の多様化は、当初想定した以上にパンデミックが長期化した

中で、「感染症対策と社会経済活動の両立」を考える上で示唆のある分析を臨機応変に試みた

結果である。 

 

その一歩でいくつかの分析は目標から除外した。具体的には「コロナショックが各産業に与

えた影響」、「GoTo キャンペーンの効果等の事後検証」を除外した。しかしながら、GoToキ

ャンペーンのような特定産業に的を絞って政策は次のパンデミックでも検討される可能性が

高いため、中長期的に取り組む予定である。 

 

３． 

 

現在の目標には、当初の目標にはなかった「政策コミュニケーション」、「SPI
（Science-Policy-Interface）」に関する分析が追加されている。 
 
こういった分析の追加は、パンデミックの長期化と同時に私自身の政策現場との関わりも長

期化したことに影響されている。当初想定していた以上に政策現場と密接に関わってきた経

験を踏まえて、次のパンデミック対策における政策コミュニケーションや EBPM のあり方に

ついて示唆のある知見を将来に残すことに価値があると判断した。 
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2．研究開発の実施内容 

2-1．研究開発実施体制の構成図 

 
〈研究開発実施体制〉 

 

2-2．実施項目・研究開発期間中の研究開発の流れ 

 

研究開発の実施項目 2021 年度 
（6 ヵ月） 

2022 年度 
（12 ヵ月） 

2023 年度 
（12 ヵ月） 

2024 年度 
（12 ヵ月） 

A. 感染症対策と社会経済の両

立に関する分析 

 

   

B. 感染・病床に関する分析     

C. 社会経済に関する分析     

D. 「政策コミュニケーショ

ン」、「SPI
（Science-Policy-Interface）
」に関する分析 

    

E. まとめ    
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2-3．実施内容 
 
2-3-1．感染症対策と社会経済の両立に関する分析 

 

以下二つの学術論文では、Fujii-Nakataモデル（Fujii and Nakata（2021）: Covid-19 and 

Output in Japan, Japanese Economic Review）と地域（都道府県・国）別の感染・経済デー

タを用いて、地域ごとに感染と経済のトレードオフ曲線と統計的生命価値を試算した。 

 

また、Fujii and Nakata（2021）分析と追加分析の第 6波対応の政策含意を「第 6波におけ

るコロナ政策の指針：理論的背景」にまとめた。 

 

 

学術的な研究論文 

 

"Cross-Regional Heterogeneity in Health and Economic Outcomes during the COVID-19 
Pandemic: An Analysis of Japan" with Shotaro Beppu, Daisuke Fujii, Hiroyuki Kubota, 
Kohei Machi, Yuta Maeda, and Haruki Shibuya, Journal of the Japanese and 
International Economies, Vol. 70. 101275. 2023.  
 
"Understanding Cross-Country Heterogeneity in Health and Economic Outcomes during 
the COVID-19 Pandemic: A Revealed-Preference Approach" with Daisuke Fujii, Sohta 
Kawawaki, Yuta Maeda, and Masataka Mori, Working Paper 2022 
 

政策レポート 

 2022 年 1月 22日：「第 6波におけるコロナ政策の指針：理論的背景」 

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_PolicyOptionsTheory_2

0210122.pdf  

 

2-3-2．感染・病床に関する分析 

 

“Heterogeneous Risk Attitudes and Waves of Infection”では、人々の自主的なリスク回避行

動によって感染の波が複数回発生するモデルを開発した。“Optimal Vaccine Allocation 
Strategy”では、年齢別異質性の考慮された感染症数理モデルを用いて最適なワクチン配分戦

略を分析した。"The Effects of Hosting the Olympic and Paralympic Games on COVID-19 
in Tokyo: Ex-Ante Analyses"では、感染症数理モデルをもちいて東京五輪の感染への影響を

分析した。 

 

学術的な研究論文 

 

 "Heterogeneous Risk Attitudes and Waves of Infection" with Daisuke Fujii and 
Takeshi Ojima, PLoS ONE 19(4): e0299813. 2024. 

 "Optimal Vaccine Allocation Strategy: Theory and Application to the Early Stage of 
COVID-19 in Japan" with Daisuke Fujii and Toshikazu Kuniya, Mathematical 
Biosciences and Engineering, Volume 21, Issue 6: 6359-6371. 2024. 

https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_PolicyOptionsTheory_20210122.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_PolicyOptionsTheory_20210122.pdf
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 "The Effects of Hosting the Olympic and Paralympic Games on COVID-19 in Tokyo: 
Ex-Ante Analyses" with Asako Chiba, Daisuke Fujii, Yuta Maeda, Masataka Mori, 
Kenichi Nagasawa, and Wataru Okamoto (Revise and resubmit requested at 
Japanese Economic Review) 

 

政策分析 

 

2022 年 4月までが Fujii-Nakataモデル、2022年 4月以降は Fujii-Nakataモデルの拡張モデ

ルを基にした都道府県別病床見通しツールを用いて、高頻度で感染・病床の見通しを作成し

た。 

 

以下はそういった分析の一部を紹介。他の分析は

https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html もしくは

https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/ に掲載。 

 

 2021 年 10月 25日：東京での感染減少の要因:定量分析 

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_SharpDecline_Sli

des_20211025.pdf  

 2021 年 12月 24日：オミクロン株  

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Outlook_20211224

.pdf  

 2022 年 1月 10日：第 6波における重症化率・致死率  

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_ICUDeath_20220

110.pdf  

 2022 年 4月 13日：47都道府県における病床見通し  

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_Outlook_202204

13.pdf  

 2022 年 4月 13日：47都道府県における病床見通し：レポートとツールの解説 

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_Briefing_20220

413.pdf  

 2022 年 7月 7日：第 7波における病床見通し(東京、大阪、神奈川) 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/NakataOkamoto

_7thWaveProjection_20220707.pdf  

 2022 年 7月 14日：第六波における水際対策の効果検証  

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/InboundCounte

rFactualExperiment_0714.pdf  

 2022 年 7月 15日：第 7波におけるコロナ対策の選択肢  

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/PreSeventhWav

e_20220714.pdf  

 2022 年 11月 10日：第 8波における病床見通し（東京、北海道、山形、大阪、沖縄）  

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/11/NakataOkamoto

_8thWaveProjection_20221109.pdf  

 2021 年 12月 14日：基本シナリオと実現値の乖離 

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_ProjectionReview

_20211214.pdf  

https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_SharpDecline_Slides_20211025.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_SharpDecline_Slides_20211025.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Outlook_20211224.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Outlook_20211224.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_ICUDeath_20220110.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_ICUDeath_20220110.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_Outlook_20220413.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_Outlook_20220413.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_Briefing_20220413.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_Briefing_20220413.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/NakataOkamoto_7thWaveProjection_20220707.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/NakataOkamoto_7thWaveProjection_20220707.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/InboundCounterFactualExperiment_0714.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/InboundCounterFactualExperiment_0714.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/PreSeventhWave_20220714.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/PreSeventhWave_20220714.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/11/NakataOkamoto_8thWaveProjection_20221109.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/11/NakataOkamoto_8thWaveProjection_20221109.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_ProjectionReview_20211214.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_ProjectionReview_20211214.pdf
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 2022 年 6月 13日：第 6波における重症化率・致死率 −2022 年 1月に提示した見通しの

事後検証− 

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_ICUDeath_20220

613.pdf  

 2022 年 9月 16日：第 6波・第 7波における感染者数予測の検証  

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/9999/01/BeppuMiyashit

aNakata_20220916.pdf  

 2023 年 1月 10日：基本シナリオと実現値の乖離ー2022 年ー 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/01/7039db1e663a7

a7a7578902d100336b3.pdf  

 2022 年 1月 22日：「行動制限政策の感染抑制効果：これまでの知見の整理」 

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_PolicyOptionsEmpirics

_20210122.pdf  

 2022 年 7月 15日：行動制限・情報効果(恐怖心効果)に関する実証分析のまとめ  

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/LiteratureRev

iew_20220714.pdf  

 2023 年 3月 13日：コロナ関連 3政策の感染抑制効果検証  

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/KitamuraNakat

a_20230313.pdf  

 
 
 
図 1：医療逼迫による人々のリスク回避行動を考慮した感染見通し 

 
脚注：遠藤宏哲, 岡本亘, 川脇颯太, 仲田泰祐, 西山知樹, 別府正太郎, 藤井大輔,前田湧太, 眞
智恒平（2021）: 東京での感染減少の要因：定量分析（短縮版） 

 
 

 
 
 
 

https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_ICUDeath_20220613.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataOkamoto_ICUDeath_20220613.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/9999/01/BeppuMiyashitaNakata_20220916.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/9999/01/BeppuMiyashitaNakata_20220916.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/01/7039db1e663a7a7a7578902d100336b3.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/01/7039db1e663a7a7a7578902d100336b3.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_PolicyOptionsEmpirics_20210122.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_PolicyOptionsEmpirics_20210122.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/LiteratureReview_20220714.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/07/LiteratureReview_20220714.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/KitamuraNakata_20230313.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/KitamuraNakata_20230313.pdf
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図 2：第 6 波における重症化率の見通し 

 

脚注：岡本亘, 仲田泰祐（2022a）：第 6 波における重症化率・致死率 
 
図 3：第 6 波における重症化率の見通しの検証 

 
脚注：岡本亘, 仲田泰祐（2022b）：第 6 波における重症化率・致死率—2022 年 1 に提示した

見通しの事後検証— 
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図４：都道府県別病床見通しツール 

 
脚注：岡本亘, 仲田泰祐（2022c）：47 都道府県における病床見通し：レポートとツールの解

説 
 
図５：都道府県別病床見通しツールに基づく病床見通し 

 
脚注：岡本亘, 坂本大樹・杉山芽衣, 仲田泰祐, 前田湧太（2022）：47 都道府県における病床

見通し 
 

 

2-3-3．社会経済に関する分析 

 

学術的な研究論文 
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 "Monthly Prefecture-Level GDP in Japan" with Daisuke Fujii and Takeki Sunakawa 
(Accepted with minor editing revisions at Japanese Economic Review) 

 "COVID-19 and Suicide in Japan" with Quentin Batista, Daisuke Fujii, and Takeki 
Sunakawa. 

 "Three Years of COVID-19-related School Restrictions and Mental Health of Children 
and Adolescents in Japan" with Naohisa Shobako and Reo Takaku, Scientific Reports, 
14:16707. 2024.  

 

政策分析 

 

婚姻、出生、超過自殺、マスク着用率・マスク着用意向の推移、学校での感染対策と学生のメン

タルヘルス、コロナ感染・濃厚接触者隔離の就労への影響、コロナ禍における交際、等に関して

アンケート調査を行い、レポートを作成した。以下はそういった分析の一部を紹介。他の分析

は https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html もしくは

https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/ に掲載。 
 
 2022 年 1月 18日：緊急事態宣言に伴う経済活動の停滞  

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataSunakawa_SOE_20210118.

pdf  

 2022 年 2月 6日：コロナ禍における子供の超過自殺  

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/BatistaFujiiNakata_Suicides_

20220206.pdf  

 2022 年 2月 8日：コロナ禍における婚姻 

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/ChibaNakata_Marriage_2022020

8.pdf  

 2022 年 2月 8日：コロナ禍における出生  

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/ChibaNakata_Birth_20220208.p

df  

 2022 年 5月 17日：コロナ禍における経済損失：国際比較  

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_20220517.pdf  

 2022 年 8月 26日：コロナ禍における経済損失：国際比較   

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/KawawakiNakat

a_20220823.pdf  

 2023 年 3月 13日：コロナ感染の就労への影響 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/ChibaKitamura

NakataSasakiTakakuTeramoto_20230313.pdf  

 2023 年 3月 13日：濃厚接触者隔離の就労への影響 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/ChibaNakataTe

ramoto_20230313.pdf  

 2023 年 9月 26日：コロナ・経済・人流：国際比較分析 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/09/FujiiNakata_I

nternationalComparison_20230926.pdf  

 2023 年 9月 26日：COVID-19による学校での規制と子供の精神状態 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/09/Nakata_School

Restriction_20230922.pdf  

https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataSunakawa_SOE_20210118.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/NakataSunakawa_SOE_20210118.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/BatistaFujiiNakata_Suicides_20220206.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/BatistaFujiiNakata_Suicides_20220206.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/ChibaNakata_Marriage_20220208.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/ChibaNakata_Marriage_20220208.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/ChibaNakata_Birth_20220208.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/ChibaNakata_Birth_20220208.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_20220517.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/KawawakiNakata_20220823.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/KawawakiNakata_20220823.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/ChibaKitamuraNakataSasakiTakakuTeramoto_20230313.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/ChibaKitamuraNakataSasakiTakakuTeramoto_20230313.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/ChibaNakataTeramoto_20230313.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/ChibaNakataTeramoto_20230313.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/09/FujiiNakata_InternationalComparison_20230926.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/09/FujiiNakata_InternationalComparison_20230926.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/09/Nakata_SchoolRestriction_20230922.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/09/Nakata_SchoolRestriction_20230922.pdf
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 2023 年 10月 6日：2022年 8月から 2023年 9月第 3週までのマスク着用と着用意向 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/NakataTakaku_

20231006.pdf  

 2023 年 10月 6日：コロナ禍における交際と結婚の質的な変化  

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/ChibaNakataTo

riibara_20231006.pdf  

 2023 年 10月 6日：コロナ禍における交際件数の推移 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/ChibaNakataOs

himaShimazawa_20231006.pdf  

 

図６：コロナ禍の婚姻 

 

脚注：千葉安佐子, 仲田泰祐（2022）：コロナ禍における婚姻 
 
図７：コロナ禍の超過自殺 

 

脚注：Batista, Quentin, Daisuke Fujii, Taisuke Nakata, and Takeki Sunakawa (2022): 
COVIS-19 and Suicide in Japan 

 

https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/NakataTakaku_20231006.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/NakataTakaku_20231006.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/ChibaNakataToriibara_20231006.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/ChibaNakataToriibara_20231006.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/ChibaNakataOshimaShimazawa_20231006.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/10/ChibaNakataOshimaShimazawa_20231006.pdf
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図 8：濃厚接触者隔離の就労への影響 

 
脚注：千葉安佐子, 寺本和弘, 仲田泰祐（2023）：濃厚接触者隔離の就労への影響 
 

 

2-3-4．「政策コミュニケーション」、「SPI（Science-Policy-Interface）」に関する分析 

 

書籍 

 
2022 年 9 月 「コロナ危機、経済学者の挑戦」 （日本評論社・藤井大輔との共著）  
 

政策分析 

 

感染見通しの政策形成における役割について理解を深めることを目的に、専門家会議・厚生

省アドバイザリーボードに提出された見通しをまとめたレポートを多数作成した。また、そ

れらレポートに基づいて、望ましい情報収集・分析体制についての考察も多数作成した。以

下はそういった分析の一部を紹介。他の分析は

https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html もしくは

https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/ に掲載。 

 

 2021年 11月 19日：第 6波に向けた分析体制の構築―8月 12日の分科会「人流 5割削減」

提案からの教訓―   

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_0812Review_20211

119.pdf  

 2022 年 8月 24日：2022年前半の厚労省アドバイザリーボードの見通し 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/MiyashitaNaka

ta_20220824.pdf  

 2023 年 2月 17日：2020年の専門家会議の見通し 

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/02/TsukaharaNaka

ta_20230217.pdf  

 2023 年 8月 4日：第一波感染シミュレーションの再現性 

https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_0812Review_20211119.pdf
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_0812Review_20211119.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/MiyashitaNakata_20220824.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2022/08/MiyashitaNakata_20220824.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/02/TsukaharaNakata_20230217.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/02/TsukaharaNakata_20230217.pdf
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 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/08/Nakata_FirstW

aveReplication_20230804.pdf  

 

図９：行動制限政策に影響を受ける様々なアウトカム 

 
脚注：仲田泰祐（2023d）：パンデミック対策の EBPM 
 

3．研究開発結果・成果 

3-1．プロジェクト全体としての成果 

 

2021 年度・2022年度には感染と病床に関する分析・社会経済に関する分析を政策現場に伝え

る機会に恵まれた（3章 2節「実施項目ごとの結果・成果の詳細」で具体的に記述）。 

 

2023 年度・2024年度は内閣感染症危機管理統括庁主催「事業者におけるまん延防止対策の振

り返りに関する意見交換会」、「事業者等における感染症対策等に関する意見交換会 」、「感染

症危機に向けた情報分析等の在り方に関する意見交換会」において、感染症対策と社会経済

の両立に関する分析・感染と病床に関する分析・社会経済に関する分析・「政策コミュニケー

ション」、「SPI（Science-Policy-Interface）」に関する分析で得られた知見を次のパンデミッ

ク対策を議論する場に伝える機会に恵まれた（3章 2節「実施項目ごとの結果・成果の詳細」

で具体的に記述）。 
 
また、本プロジェクトを期間中、数々のシンポジアム・学会において本プロジェクトで得ら

れた知見を様々な分野の研究者、政策関係者、一般市民に伝える機会に恵まれた。さらには、

テレビ・新聞等での分析紹介、テレビ・ラジオ出演を通して直接、一般の人々に分析を解説

する機会にも恵まれた（５章「研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など」で

具体的に記述）。 

 

3-2．実施項目ごとの結果・成果の詳細 
 

https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/08/Nakata_FirstWaveReplication_20230804.pdf
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2023/08/Nakata_FirstWaveReplication_20230804.pdf
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3-2-1．感染症対策と社会経済の両立に関する分析 
 
分析結果 
 
様々な分析を行ったためそれら一つ一つについて詳細を記述するのは困難である。ここでは

このカテゴリーの学術分析の二つ、"Cross-Regional Heterogeneity in Health and Economic 
Outcomes during the COVID-19 Pandemic: An Analysis of Japan," "Understanding 
Cross-Country Heterogeneity in Health and Economic Outcomes during the COVID-19 
Pandemic: A Revealed-Preference Approach"を解説する。 
 
この二つの分析では、各都道府県（前者）・各国（後者）における感染、人流、経済の時系列

データを使い Fujii-Nakata 論文で開発された疫学マクロモデルのパラメターをそれぞれの

地域で推定した。そして、推定されたパラメター値のもとで、仮にその地域で経済活動をよ

り促進（抑制）していたら、感染による死者数はどの程度増加（減少）していたかを推定し

た。 
 
この推定結果から、それぞれの地域において感染死者数と経済損失のトレードオフ曲線を導

くことが出来る。それぞれの地域における実際の感染死者数と実際の経済損失はこのトレー

ドオフ曲線上の一点である。経済学の顕示選好という考え方を応用すると、この実現点にお

けるトレードオフ曲線の傾きを、統計的生命価値、別の言い方をすると「コロナによる感染

死者数を一人減少させるためにどの程度の経済犠牲を支払う意思があるか」という支払い意

思額（Willingness-To-Pay）、だと解釈できる。 
 
この分析の結果、各地域が直面していたトレードオフ曲線には大きな異質性があること、各

地域における統計的生命価値には大きな異質性があること、が判明した。 
 
成果 
 
前記した通り、RISTEX のプロジェクトを開始する 2021 年前半には感染と経済の統合モデ

ルに基づく分析に政策現場・一般市民からの関心は高かったが、2021 年夏以降、感染と社会

経済の分析を別々に求められることが多くなったため、統合モデルに基づく「感染症対策と

社会経済活動のバランス」に関する分析は学術的なものに限られた。 
 
2 章 3 節「実施内容」で記述したように、分析の幾つかは研究論文として学術雑誌に掲載、

もしくは学術雑誌に投稿中である。 
 
こういった学術的な統合モデルに基づく知見は、「マクロモデルを使った政策分析」、「感染症

対策と社会経済の両立」、「コロナ政策の EBPM」というテーマで「5．研究開発成果の発表・

発信状況、アウトリーチ活動など」に記述するように様々な学会・シンポジアム等で発表し

た。 
 
また、統合モデルに基づく知見は内閣感染症危機管理統括庁主催「事業者におけるまん延防

止対策の振り返りに関する意見交換会」でも発表した。この意見交換会は 2024 年 7 月 2 日

に閣議決定された「新型インフルエンザ等対策政府行動計画」

https://www.caicm.go.jp/action/plan/index.html のインプットの一つと位置付けられてお

https://www.caicm.go.jp/action/plan/index.html
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り、間接的にだが将来のパンデミック対応の議論に貢献できたと言える。 
 
3-2-2．感染・病床に関する分析 
 
分析結果 
 
様々な分析を行ったためそれら一つ一つについて詳細を記述するのは困難である。ここでは

このカテゴリーの学術分析の一つ"Optimal Vaccine Allocation Strategy: Theory and 
Application to the Early Stage of COVID-19 in Japan"を解説する。 
 
この分析では、年齢異質性が考慮された SIR モデルを使用して、感染による死者数を最小化

する、ワクチン配分戦略を分析した。ワクチン配分の二つの側面（一回目接種と二回目接種

の間隔、高齢者優先度合い）に着目した。最適な一回目接種と二回目接種の間隔については、

二回目接種の追加的な有用性に依存するという、直感的な結果が得られた。例えば、一回目

接種が非常に効果的であり、二回目接種による追加的な致死率低下が小さければ、まず全員

に一回目接種を打ち、その後二回目接種に移行することが望ましい。しかしながら、もしそ

の逆であれば、出来るだけ早く二回目接種を打つことが望ましくなる。最適な高齢者優先度

合いに関しては、高齢者の相対的な致死率。高齢者と若者の接触率に依存する、という直感

的な結果が得られた。 
 
この研究では、モデルのパラメターを 2021 年の東京のデータを基に推定し、仮に最適なワク

チン配分戦略を採用していたら感染死者数をどの程度減少させることが出来たかを推定した。

最適ワクチン配分戦略を採用していたら、2021 年 7 月の東京都の感染死者数は約半減できる

という推定結果が得られた。 
 
成果 
 
2021 年 10 月から 2023 年 3 月まで定期的に数理モデルに基づいた感染・病床の見通しを定

期的に作成した。内閣官房 AI シミュレーションプロジェクトに参画していた時期には 2021
年 7 月から 2023 年 10 月の期間に 101 のレポートを提出したが、その多くは感染・病床の見

通しである。 
 
こういった感染・病床の見通しは「5．研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動な

ど」で記述するようにメディアを通して度々紹介された。 
 
2 章 3 節「実施内容」で記述したように、分析の幾つかは研究論文として学術雑誌に掲載さ

れた。 
 
また、以下に記述するように政策現場に感染・病床の見通しを発表する機会も何度かあった。 
 
 2021 年 11 月 9 日：東京での感染減少の要因：定量分析（短縮版） 

 厚労省アドバイザリーボード  
 https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000853145.pdf  

 2022 年 1 月 13 日：オミクロン株の蔓延による都内の感染状況に関するシミュレーショ

ン・分析について 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000853145.pdf
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 東京都新型コロナウイルス感染症モニタリング会議 
 https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/02

0/843/74/20220113_07.pdf  
 2022 年 5 月 11 日：47 都道府県における病床見通し：レポートとツールの解説 

 厚労省アドバイザリーボード  
 https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000937665.pdf  

 2022 年 5 月 11 日：47 都道府県における病床見通し 
 厚労省アドバイザリーボード  
 https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000937666.pdf  

 2022 年 5 月 16 日：「政策・医療現場の方々のための病床見通しツール」Zoom 説明会 
 2022 年 7 月 7 日： 第 7 波における病床見通し（東京、大阪、神奈川） 

 東京都コロナ感染症モニタリング会議  
 https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/02

1/822/92/20220707_08.pdf  
 2022 年 7 月 13 日：第 7 波における病床見通し 

 厚労省アドバイザリーボード  
 https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000964718.pdf  

 2022 年 7 月 13 日：第 7 波における重症化率・致死率・入院率の見通し（修正版） 
 厚労省アドバイザリーボード  
 https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000964719.pdf 

 
また、高頻度で長期間に渡って感染・病床の見通しを作成した経験を生かして、以下の意見

交換会で次のパンデミックにおける情報収集・分析のあり方に関する知見を提供した。 
 
 2024 年 8 月－2025 年 3 月： 内閣感染症危機管理統括庁主催「感染症危機に向けた情報

分析等の在り方に関する意見交換会」 
 
3-2-3．社会経済に関する分析 
 
分析結果 
 
様々な分析を行ったためそれら一つ一つについて詳細を記述するのは困難である。ここでは

このカテゴリーの学術分析の一つ"COVID-19 and Suicide in Japan"を解説する。 
 
日本では、コロナ危機前は 10 年程度安定的に自殺者数が減少していたが、コロナ危機発生以

降に自殺者数の増加が観察された。コロナ危機最中は経済活動が停滞し失業率が増加したが、

日本では失業率が上昇すると自殺者数が増加するという相関関係がコロナ危機以前から観察

されている。この分析ではコロナ危機における自殺者数増加の内どの程度が失業率の上昇に

よって説明できるか、を時系列統計モデルを使用して分析した。結果としては、コロナ禍の

自殺者数上昇の多くは失業率の上昇では説明できない、という結論が得られた。 
 
成果 
 
2021 年 10 月から 2023 年 3 月まで超過自殺・婚姻について定期的にレポートを発表した。 
 

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/020/843/74/20220113_07.pdf
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/020/843/74/20220113_07.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000937665.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000937666.pdf
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/021/822/92/20220707_08.pdf
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/021/822/92/20220707_08.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000964718.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000964719.pdf
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超過自殺・婚姻分析は「5．研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など」で記述

するようにメディアを通して度々紹介された。Zoom 説明会でも頻繁に発表した。 
 
超過自殺分析は学術論文としてもまとめており、学術雑誌に投稿中である。婚姻分析も学術

論文としてまとめている最中である。 
 
2022 年には、超過自殺分析・婚姻分析を含めたコロナ禍における社会経済活動に関するレポ

ートを作成し、以下の政策現場に提出した。 
 
 2022 年 3 月 17 日：コロナ禍における社会経済活動 

 新型インフルエンザ等対策推進会議 基本的対処方針分科会 
 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/taisyo/dai26/gijishidai.pdf  

 2022 年 4 月 27 日：コロナ禍における社会経済活動 
 新型コロナウイルス感染症対策分科会 
 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/bunkakai/dai16/gijisidai_1.pdf  

 2022 年 9 月 16 日：新型コロナ感染症および感染対策と社会経済活動との関連 
 新型コロナウイルス感染症対策分科会  
 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/bunkakai/dai18/gijisidai_3.pdf 

 
パンデミック政策とは直接関係ないが、2023 年春に行われた経済財政諮問会議の特別セッシ

ョンにおいて、こういったコロナ禍の社会経済活動の分析を紹介しつつポストコロナのマク

ロ政策運営に関して発表をした。 
 
 2023 年 3 月 23 日：マクロ経済政策運営 

 経済財政諮問会議特別セッション 
 https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/special_session_hearing/0323/

shiryo_02.pdf   
 2023 年 5 月 15 日：ポストコロナのマクロ経済政策運営 

 経済財政諮問会議特別セッション  
 https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon//kaigi/minutes/2023/0515/shiryo_08.pdf 

 
2024 年前半の新型インフルエンザ等対策政府行動計画改定作業の時期におこなわれた、内閣

感染症危機管理統括庁主催「事業者におけるまん延防止対策の振り返りに関する意見交換会」

では、広くコロナ禍の社会経済活動について発表した。 
 
また、リアルタイムにパンデミック下の社会経済活動を分析し発信していた経験を生かして、

以下二つの次のパンデミック対応に関する意見交換会に参画した。 
 2024 年 10 月－2025 年 3 月 

 内閣感染症危機管理統括庁主催「事業者等における感染症対策等に関する意見交換

会」  
 2024 年 8 月－2025 年 3 月 

 内閣感染症危機管理統括庁主催「感染症危機に向けた情報分析等の在り方に関する

意見交換会」 
 
3-2-4．「政策コミュニケーション」、「SPI（Science-Policy-Interface）」に関する分析 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/taisyo/dai26/gijishidai.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/bunkakai/dai16/gijisidai_1.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/bunkakai/dai18/gijisidai_3.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/special_session_hearing/0323/shiryo_02.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/special_session_hearing/0323/shiryo_02.pdf
https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2023/0515/shiryo_08.pdf
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分析結果 
 
様々な分析を行ったためそれら一つ一つについて詳細を記述するのは困難である。ここでは

このカテゴリーの分析の一つ「第 6波に向けた分析体制の構築―8月 12日の分科会「人流 5

割削減」提案からの教訓―」を解説する。 
 
この分析では、2021 年 8 月 12 日新型コロナ感染症分科会による「人流 5 割削減」提案の根

拠について調べている。東京では 2021 年 7 月後半から感染が急速に拡大し、8 月第 1 週あた

りにピークを迎える。しかしながら、ワクチン接種が順調に進んでいること、感染の波はピ

ークアウトしたかのように見えたこともあり、人流 5 割削減提案は政府には受け入れられず、

またそれにも関わらず 8 月後半から 9 月にかけて新規感染者数は急速に減少した。当時、こ

の提案が出された時点で存在していた感染見通しを振り返り、本分析は以下のように結論付

けている。 
 
「人流 5 割削減」は（１）当時 AB に提出されていたプロジェクション、（２）過去の夜間滞

留人口と実効再生 産数の相関を参考にしつつ、国民の自粛疲れに配慮した総合判断に基づく

数値目標であると言える。また、人流削減提案は当時の内閣官房 AI-Sim チームから提示さ

れていた分析ともある程度の整合性。しかしながら、AB プロジェクションではワクチン接種

効果を考慮していなかったこと、8 月後半からの感染減少を予見する見通しも存在していた

だがそれは分科会には提出されていなかった事、等必要以上に大きな数値目標設定につなが

った可能性も指摘している。そして、今後は一つの見通しだけでなく複数の見通しを参照し

て政策提案を行った方がよい。 
 
この分析は、後に人流 5 割削減提案をした分科会メンバーにも非公式勉強会で発表した。2021
年秋以降、厚労省アドバイザリーボードやコロナ分科会に様々な研究チームの分析が提出さ

れるようになるが、その流れに多少は貢献したかもしれない。 
 
成果 
 
リアルタイムにパンデミック下において様々な分析を行い発信していた経験を生かして、

EBPM をテーマにさまざまなレポートを作成したが、そこで得られた知見を次のパンデミッ

ク対応に関する以下の意見交換会で共有している。 
 
 2024 年 8 月－2025 年 3 月 

 内閣感染症危機管理統括庁主催「感染症危機に向けた情報分析等の在り方に関する

意見交換会」   
 2024 年 10 月－2025 年 3 月 

 内閣感染症危機管理統括庁主催「事業者等における感染症対策等に関する意見交換

会 」 
 
また、本プロジェクトを通して得られた EBPM に関する知見は他の分野にも示唆があり、マ

クロ経済運営・金融政策運営に関する政府会議でその知見を共有した。 
 
 2023 年 4 月 18 日：政策コミュニケーション・政策検証 
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 経済財政諮問会議特別セッション 
 https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2023/0418/shiryo_09.pdf  

 2023 年 12 月 6 日：パネルディスカッション 
 「金融政策の多角的レビュー」に関するワークショップ 第 1 回「非伝統的金融政策

の効果と副作用」 
 https://www.boj.or.jp/mopo/outline/bpreview/bpr231206a.htm  

 
また、のちに「5．研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など」で記述するよう

に、Zoom 説明会やメディアを通した情報発信を通して、政策現場だけでなく社会・一般と

のコミュニケーションを図ってきた。社会・一般とのコミュニケーションに関する新たな気

付きは「コロナ危機：経済学者の挑戦」の幾つかの章で触れている。そこでは、定期的・継

続的なコミュニケーション、数式無しのわかりやすい説明、分析の引用内容の事前確認、自

分の意見ではなく分析の解説に徹すること、等の重要性を指摘している。 

3-3．今後の成果の活用・展開に向けた状況 
 
2024 年 7 月 2 日に閣議決定された「2024 年 7 月 2 日 新型インフルエンザ等対策政府行動

計画」には、以下の抜粋からも世もとれるように、本プロジェクトのテーマである「感染症

対策と社会経済活動の両立」の重要性が明記されている。 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  
2023 年９月から推進会議において新型コロナ対応を振り返り、課題を整理したところ、 
・ 平時の備えの不足 
・ 変化する状況への柔軟かつ機動的な対応 
・ 情報発信 
が主な課題として挙げられた。 
 
こうした新型コロナ対応の経験やその課題を踏まえ、次なる感染症危機対応を行うに当たっ

ては、感染拡大防止と社会経済活動のバランスを踏まえた、感染症危機に強くてしなやかに

対応できる社会を目指すことが必要である。 
 
こうした社会を目指すためには、 
・ 感染症危機に対応できる平時からの体制作り 
・ 国民生活及び社会経済活動への影響の軽減 
・ 基本的人権の尊重 
の３つの目標を実現する必要があるとされた。 
 
これらの目標を実現できるよう、政府行動計画を全面改定するものである。[P22] 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  
https://www.caicm.go.jp/action/plan/files/gov_action_plan.pdf 
 
 
具体的に、平時にどのような備えをしておくべきか、次のパンデミックにおいてどのように

政策を打ちどのような政策分析を行うべきか、等の議論は始まったばかりと言って良いかも

しれない。 

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2023/0418/shiryo_09.pdf
https://www.boj.or.jp/mopo/outline/bpreview/bpr231206a.htm
https://www.caicm.go.jp/action/plan/files/gov_action_plan.pdf
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ここでは、本プロジェクトに行ける研究結果がどのように平時の備え、次のパンデミック対

応に役に立つ可能性があるかを記述する。 
 
3-3-1．感染症対策と社会経済の両立に関する分析 
 
感染と経済の統合モデルを使った分析は日本においては「2021 年 1 月に発令された第二回緊

急事態宣言をいつ解除するか」の議論である一定の影響をもった。具体的には、「ワクチン接

種がもうすぐ本格的に開始する状況においては、現在の感染の波を一定程度抑制してから緊

急事態宣言を解除することは中長期的には社会経済にとっても必ずしもマイナスではない」

という Fujii-Nakata モデル分析のメッセージ、は緊急事態宣言解除時期に関する議論におい

て広く知られるようになった。 
 
しかしながら、理想としては、ある特定の時期だけでなくパンデミックの初動期から出口を

通して、感染症対策の潜在的な社会経済のコストを考慮して感染対策を決めていくことが望

ましいと言える。そして、感染と経済の統合モデルは両者のトレードオフを考慮して政策判

断をする際に強力な武器となり得る。 
 
Fujii-Nakata 論文は、2021 年初頭の状況を捉えるためにモデルのパラメタ―が設定されてい

るが、同じモデルを用いて異なる局面・異なる性質の感染症・異なる地域における分析を行

うことが可能である。次のパンデミックにおいて主流となる感染症の性質は不確実であるが、

平時から「こういった感染症の特性だと、感染対策と経済活動のトレードオフに関してこう

いったことが言えて、こういう対策が有効である」といった分析をすることは出来る。そう

いった平時の分析があれば、パンデミックの初動期から統合モデルに基づく客観的な分析を

もとに、感染症対策と社会経済活動のバランスを考慮しながら対策を打っていくことに寄与

できると考える。 
 
Fujii-Nakata モデルはそういった分析の礎を提示していると言える。 
 
3-3-2．感染・病床に関する分析 
 
コロナ危機において数理モデルに基づく感染シミュレーションは政策・世論形成に大きな影

響を与えたと言える。 
 
数理モデルに基づく感染シミュレーションは使用するモデル・使用するパラメターの値の長

っとした違いで結果が大きく異なることも多々ある。従って、複数のモデルに基づくシミュ

レーションを眺めながら今後の対策を議論することが望ましい。日本では、コロナ危機初期

にはある特定のモデルに依存する傾向があったが、徐々に複数のモデル分析を参照すること

の重要性が浸透した。次のパンデミックでは初動期から複数のモデル分析が活用されると考

えられる。 
 
複数のモデルを併用する状況では、モデル分析を参照する側がそれぞれのモデルの長所短所

を把握しておくことが望ましい。コロナ危機においては、過去の経験の蓄積が無かったため、

研究者もモデルの長所短所を徐々に理解していった、という状況であった。しかしながら、

次のパンデミックにおいては、そういった知識を基にどういったモデルが有用かを判断する
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ことが出来る。 
 
本プロジェクト期間中には、定期的に自身の過去の感染・病床見通しの検証を行った。こう

いった検証的分析は、次のパンデミックにおいて SIR モデルに基づく感染見通しの長所短所

を理解するのに有用であると考えられる。 
 
3-3-3．社会経済に関する分析 
 
超過自殺・婚姻分析を始めとしたコロナ禍の社会経済に関する分析は、次のパンデミックに

おいて感染症対策と社会経済のバランスを考慮しながら対策を考える上で、有用であると考

えられる。 
 
2023 年に行った感染と就労に関するアンケート調査、濃厚接触者隔離と就労に関するアンケ

ート調査は、次のパンデミック感染症対策と社会経済のバランスを考える上で有用な材料と

なる。 
 
3-3-4．「政策コミュニケーション」、「SPI（Science-Policy-Interface）」に関する分析 

 
厚労省アドバイザリーボード等の有識者会議に提出された他チームによる感染見通しの検証

は、様々なモデルの長所短所を正確に理解する際に有用であると考える。 
 
2023 年に行った主観的リスクに関するアンケート調査・情報介入実験は、次のパンデミック

でコロナリスクを正確に伝える方法を考える際に有用であると考えられる。 
 
今回のプロジェクト期間中に政策分析を政策現場に届けた経験をもとにした EBPM につい

ての様々なレポートは次のパンデミックにおいて研究者がデータ分析・数理モデル分析を政

策現場に届ける上で参考になると考えられる。さらには、パンデミック政策という枠組みを

超えて、他の分野における EBPM を考える際にも示唆が多い内容となっていると考えられる。 
 
3-3-5．関与者間のネットワーク 
 
本プロジェクト中に、感染症・公衆衛生・人工知能等、様々な分野の研究者と共同で研究し

たり、共同研究はしていなくて学会や会議等を通して交流をする機会が増えた。 
 
パンデミック対策の成功には、様々な分野の専門家が協力することが望ましい。本プロジェ

クト中に得られた、異分野専門家とのネットワークは次のパンデックにおける総合的な分析

体制を構築する際の礎となり得る。 
 
3-3-6．今後の課題 
 
「感染症対策と経済活動の統合的分析」を継続する際に、課題として考えられるのはこうい

った研究に従事する人材の育成・保持と言える。 
 
定義的にこのテーマは経済学と感染症疫学という全く異なる二つの分野の接点に位置する。

したがって、それぞれの分野においてマイナーなトピックとして扱われてしまうという懸念
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がある。コロナ危機中でさえ、経済学の研究者が感染症疫学を学び、統合的分析を試みるケ

ースは稀であった。同様に、感染症疫学の研究者が経済学を学び、統合的分析を試みるケー

スは稀であった。パンデミックが去った今、そういった稀な研究者もパンデミック前の研究

に戻りつつある。本プロジェクトから生まれた知見を将来のパンデミック対応で最大限活用

するには、「感染症対策と経済活動の統合的分析」に関心のある人材育成・保持のための施策

を考える必要がある。 
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4．研究開発の実施体制 

4-1．研究開発実施者 
 
（1）数理モデルグループ（リーダー氏名：仲田泰祐） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

仲田泰祐 ナカタタイスケ 東京大学大学院 経済学研究科 准教授 

藤井大輔 フジイダイスケ IMF  エコノミスト 

小島健 オジマタケシ 創価大学 経済学部 准教授 

國谷紀良 クニヤトシカズ 神戸大学大学院 
システム情報

学研究科 
教授 

 
（2）実証グループ（リーダー氏名：仲田泰祐） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

仲田泰祐 ナカタタイスケ 東京大学大学院 経済学研究科 准教授 

藤井大輔 フジイダイスケ IMF  エコノミスト 

千葉安佐子 チバアサコ 
東京財団政策研

究所 
 研究員 

高久玲音 タカクレオ  一橋大学 経済学研究科 教授 

寺本和弘 テラモトカズヒロ 一橋大学 経済学研究科 講師 

 
（3）政策コミュニケーション分析グループ（リーダー氏名：仲田泰祐） 

氏名 フリガナ 所属機関 所属部署 
役職 

（身分） 

仲田泰祐 ナカタタイスケ 東京大学大学院 経済学研究科 准教授 

 

4-2．研究開発の協力者・関与者 
 

氏 名 フリガナ 所 属 役 職 協力内容 
大竹文雄 オオタケフミオ  大阪大学 教授 プロジェクト全体への助言 
小林慶一郎 コバヤシケイイ

チロウ 
慶應義塾大学 教授 プロジェクト全体への助言 
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5．研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など 

 

5-1．社会に向けた情報発信状況、アウトリーチ活動など 
 
5-1-1．情報発信・アウトリーチを目的として主催したイベント（シンポジウムなど） 
 
N/A 
 
 
5-1-2．研究開発の一環として実施したイベント（ワークショップなど） 
 

年月日 名 称 場 所 概要・反響など 参加人数 
2022 年 9
月 9・10 日 

コロナ政策研究会 名古屋 コロナ政策に関する研

究を行っている様々な

分野の研究者を集めて

ワークショップを行っ

た。 

約 30 名 

 
 
5-1-3．書籍、DVD など論文以外に発行したもの 
 
 2022 年 9 月 「コロナ危機、経済学者の挑戦」  

 日本評論社 https://www.nippyo.co.jp/shop/book/8878.html 
 
5-1-4．ウェブメディア開設・運営 
 
 2021 年 1 月―2022 年 6 月： 「日本でのコロナ感染と経済活動」 

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/ 
 
 2022 年 7 月―： 「Balancing Infection Prevention and Economic Activity―感染症対

策と経済活動の両立―」 
 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/ 

 

5-1-5．学会以外（5-3．参照）のシンポジウムなどでの招へい講演 など 

 2021 年 12 月 17 日：「コロナ感染症対策と社会経済活動の両立」 
 新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた 地域プラットフォーム形成シンポジウ

ム（全日本科学技術協会）

 https://www.jarec.or.jp/jarec_workshop_covid19_v2/pdf/Nakata_Main_2021121
7.pdf  

 2021 年 12 月 23 日：「コロナ禍における内閣官房 AI-SIM チームの役割」 
 EBPM シンポジウム「新型コロナ対策から EBPM を考える」（経済産業研究所） 

https://www.nippyo.co.jp/shop/book/8878.html
https://covid19outputjapan.github.io/JP/
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/
https://www.jarec.or.jp/jarec_workshop_covid19_v2/pdf/Nakata_Main_20211217.pdf
https://www.jarec.or.jp/jarec_workshop_covid19_v2/pdf/Nakata_Main_20211217.pdf
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 https://www.youtube.com/watch?v=kH0B72l8WMo  
 2022 年 4 月 22 日：マクロモデルを使った政策分析 

 駒場現代経済理論（東京大学） 
 2022 年 9 月 29 日：「コロナ危機、経済学者の挑戦：感染症対策と社会活動の両立をめざ

して」 
 経済産業研究所 BBL ウェビナー

 https://www.youtube.com/watch?v=gjA_dQnzkZo  
 2022 年 12 月 14 日： Trust and Policy 

 内閣府経済社会総合研究所・国際ラウンドテーブル「ポストコロナの経済社会」

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-44/ 
 https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/workshop/r01_05fy/20221214main.html  

 2022 年 12 月 15 日：Pandemic Assumptions and Reality in Japan  
 内閣府経済社会総合研究所・国際コンファレンス「ポストコロナの経済社会」

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-45/  
 https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/workshop/r01_05fy/20221214main.html  

 2023 年 2 月 6 日：政策と専門知：アメリカの金融政策と日本のコロナ政策の比較 
 関西健康・医療創成会議シンポジウム

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-51/  
 2023 年 5 月 19 日：マクロモデルを使った政策分析 

 駒場現代経済理論（東京大学）  
 2023 年 5 月 25 日 コロナ政策の EBPM 

 東大公共政策大学院「新・医療政策研究会」  
 2023 年 12 月 19 日：感染症対策と経済活動に関する統合的分析 

 「科学技術イノベーション政策のための科学 研究開発プログラム」プログラムサロ

ン   
 2024 年 3 月 4 日：政策における数理モデルの活用  

 「コロナ危機から視る政策形成過程における専門家のあり方」 第１回カンファレン

ス ーパンデミック禍における EIPM を再考するー  
 2024 年 3 月 5 日：感染症対策と経済活動に関する統合的分析 

 RISTEX「科学技術イノベーション政策のための科学研究開発プログラム」 オープ

ンセミナー https://www.jst.go.jp/ristex/info/event/20240305_01.html  
 2024 年 4 月 19 日：マクロモデルを使った政策分析 

 駒場現代経済理論（東京大学） 
 

5-2．論文発表 
 
5-2-1．査読付き（  6 件）  
 
 1. "Covid-19 and Output in Japan" with Daisuke Fujii, Japanese Economic Review, 

Special Issue: SIR Model and Macroeconomics of COVID-19. 2021. 
 https://link.springer.com/article/10.1007/s42973-021-00098-4  

 2. "Cross-Regional Heterogeneity in Health and Economic Outcomes during the 
COVID-19 Pandemic: An Analysis of Japan" with Shotaro Beppu, Daisuke Fujii, 
Hiroyuki Kubota, Kohei Machi, Yuta Maeda, and Haruki Shibuya, Journal of the 

https://www.youtube.com/watch?v=kH0B72l8WMo
https://www.youtube.com/watch?v=gjA_dQnzkZo
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-44/
https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/workshop/r01_05fy/20221214main.html
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-45/
https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/workshop/r01_05fy/20221214main.html
https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-51/
https://www.jst.go.jp/ristex/info/event/20240305_01.html
https://link.springer.com/article/10.1007/s42973-021-00098-4
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Japanese and International Economies, Vol. 70. 101275. 2023. 
 https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0889158323000308?via%3Dih

ub  
 3. "Heterogeneous Risk Attitudes and Waves of Infection" with Daisuke Fujii and 

Takeshi Ojima, PLoS ONE 19(4): e0299813. 2024. 
 https://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0299813  

 4. "Optimal Vaccine Allocation Strategy: Theory and Application to the Early Stage of 
COVID-19 in Japan" with Daisuke Fujii and Toshikazu Kuniya, Mathematical 
Biosciences and Engineering, Volume 21, Issue 6: 6359-6371. 2024. 
 https://www.aimspress.com/article/doi/10.3934/mbe.2024277  

 5. "Three Years of COVID-19-related School Restrictions and Mental Health of 
Children and Adolescents in Japan" with Naohisa Shobako and Reo Takaku, 
Scientific Reports, 14:16707. 2024.  
 https://www.nature.com/articles/s41598-024-67138-y  

 6. "COVID-19 Risk Perceptions in Japan: A Cross-Sectional Study" with Asako Chiba, 
Thuy Linh Nguyen, and Reo Takaku, Scientific Reports, 14:16862. 2024. 
 https://www.nature.com/articles/s41598-024-67741-z   

 
5-2-2．査読なし（  4 件） 
 
 7. "The Effects of Hosting the Olympic and Paralympic Games on COVID-19 in 

Tokyo: Ex-Ante Analyses" with Asako Chiba, Daisuke Fujii, Yuta Maeda, Masataka 
Mori, Kenichi Nagasawa, and Wataru Okamoto (Revise and resubmit requested at 
Japanese Economic Review) 
 https://www.crepe.e.u-tokyo.ac.jp/results/2022/CREPEDP124.pdf  

 8. "Monthly Prefecture-Level GDP in Japan" with Daisuke Fujii and Takeki 
Sunakawa (Accepted with minor editing revisions at Japanese Economic Review) 
 https://www.crepe.e.u-tokyo.ac.jp/results/2024/CREPEDP153.pdf  

 9. "COVID-19 and Suicide in Japan" with Quentin Batista, Daisuke Fujii, and Takeki 
Sunakawa 
 https://www.carf.e.u-tokyo.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2022/07/F542.pdf  

 10. "Understanding Cross-Country Heterogeneity in Health and Economic Outcomes 
during the COVID-19 Pandemic: A Revealed-Preference Approach" with Daisuke 
Fujii, Sohta Kawawaki, Yuta Maeda, and Masataka Mori 
 https://www.carf.e.u-tokyo.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2022/06/F541.pdf  

 

5-3．口頭発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 
 
5-3-1．招待講演   （国内会議 2 件、国際会議 0 件 
 
 1. 2021 年 10 月 10 日：コロナ感染症対策と社会経済活動の両立 

 日本経済学会 
 2. 2023 年 9 月 17 日：パンデミック政策の EBPM 

 日本経済学会 2023 年秋季大会特別講演

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0889158323000308?via%3Dihub
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0889158323000308?via%3Dihub
https://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0299813
https://www.aimspress.com/article/doi/10.3934/mbe.2024277
https://www.nature.com/articles/s41598-024-67138-y
https://www.nature.com/articles/s41598-024-67741-z
https://www.crepe.e.u-tokyo.ac.jp/results/2022/CREPEDP124.pdf
https://www.crepe.e.u-tokyo.ac.jp/results/2024/CREPEDP153.pdf
https://www.carf.e.u-tokyo.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2022/07/F542.pdf
https://www.carf.e.u-tokyo.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2022/06/F541.pdf
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 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-67/  
 3. 2023 年 12 月 16 日：パンデミック政策の EBPM 

 日本金融学会  
 
5-3-2．口頭発表   （国内会議 ４  件、国際会議 2  件） 
 
 4. 2022 年 2 月 14 日：Balancing NPIs and Economic Activitie 

 理研・名古屋大学合同ワークショップ 
 5. 03/11/2022 “Value of a COVID-19 Death” 

 NBER-TCER-CEPR (TRIO) Conference on “Covid-19 and the Macroeconomy and 
Finance”. https://www.carf.e.u-tokyo.ac.jp/events/trio2022/  

 6. 2022 年 7 月 19 日：感染症対策と社会経済の両立 
 情報処理学会連続セミナー 

 7. 2023 年 3 月 9 日： 感染と経済の統合モデルに基づく分析 
 電子情報通信学会  

 8. 08/02/2023 “Understanding Cross-Country Heterogeneity in Health and Economic 
Outcomes during the COVID-19 Pandemic: A Revealed-Preference Approach” 
 NBER Japan Project Meeting

 https://www.nber.org/conferences/japan-project-meeting-summer-2023  
 9. 11/05/2024 “Policy Preferences in a Pandemic” 

 Yonsei University (Seoul, South Korea)  
 
5-3-3．ポスター発表 （国内会議 0 件、国際会議 0 件） 
 
なし 

5-4．新聞報道・投稿、受賞など 
 
5-4-1．新聞報道・投稿 
 
 1. 10/26/2021（寄稿）ワクチンじゃない？謎のコロナ急減解く 3 つの鍵 東洋経済オン

ライン https://toyokeizai.net/articles/-/464336  
 2. 11/08/2021（インタビュー）コロナ感染、なぜ急減 専門家に聞く 日本経済新聞

 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCD227SS0S1A021C2000000/  
 3. 11/10/2021（分析紹介）新型コロナ、謎多き第 5 波の急激な収束 東大チームの試算

では… 朝日新聞 https://www.asahi.com/articles/ASPC97KL7PC9ULBJ01D.html  
 4. 11/16/2021（分析紹介）人の流れ増えたのにコロナ感染急減 理由に「120 日周期」

説 AI が予測的中 第 6 波はいつ？  東京新聞

 https://www.tokyo-np.co.jp/article/142916  
 5. 11/25/2021（寄稿）8 月の｢人流 5 割削減｣提案が示唆する大事な教訓  東洋経済オン

ライン https://toyokeizai.net/articles/-/470431  
 6. 12/22/2021（コメント引用）While omicron explodes around the world, covid cases in 

Japan keep plummeting and no one knows exactly why  Washington Post
 https://www.washingtonpost.com/world/2021/12/22/japan-covid-omicron-falling-cas
es/  

https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-67/
https://www.carf.e.u-tokyo.ac.jp/events/trio2022/
https://www.nber.org/conferences/japan-project-meeting-summer-2023
https://toyokeizai.net/articles/-/464336
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCD227SS0S1A021C2000000/
https://www.asahi.com/articles/ASPC97KL7PC9ULBJ01D.html
https://www.tokyo-np.co.jp/article/142916
https://toyokeizai.net/articles/-/470431
https://www.washingtonpost.com/world/2021/12/22/japan-covid-omicron-falling-cases/
https://www.washingtonpost.com/world/2021/12/22/japan-covid-omicron-falling-cases/
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 7. 01/03/2022（分析紹介）賢い支出へ PDCA 回せ コロナ対策で見えた欠落 日本経済

新聞 https://www.nikkei.com/article/DGXZQODK262890W1A221C2000000/  
 8. 01/14/2022（分析紹介）第 6 波「オミクロン株」の重症化率は？第 5 波よりどのくら

い低い? 東京新聞 https://www.tokyo-np.co.jp/article/154044  
 9. 01/14/2022（分析紹介）重症化率、５波の５分の１か 第６波、東大リアルタイム分

析 中日新聞 https://www.chunichi.co.jp/article/399919  
 10. 01/17/2022 （寄稿）第 6 波への対応を決定的に誤らない為の政策提言 東洋経済オ

ンライン https://toyokeizai.net/articles/-/503643  
 11. 01/19/2022 （分析紹介）新型コロナ 都感染者、1日 1万人突破も 東大チーム予測、

来月 1 週目ピーク 毎日新聞

 https://mainichi.jp/articles/20220119/ddm/002/040/102000c  
 12. 01/26/2022 （分析紹介）入院基準の厳格化で“緊急事態”なく対応可能・・・東大で

試算 テレビ朝日 https://www.youtube.com/watch?v=71L8luMFjL4  
 13. 01/30/2022 （分析紹介）第 6 波重症化率、第 5 波の 25 分の 1 コロナで民間試算

 日本経済新聞

 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA277W40X20C22A1000000/  
 14. 02/06/2022 （分析紹介）コロナ変異、柔軟対応を 法改正せずインフル並み 5 類も

 日本経済新聞

 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA017B10R00C22A2000000/  
 15. 02/08/2022 （コメント引用）貯蓄率、2 年連続で 34%超 21 年も「リベンジ消費」

弱く 日本経済新聞

 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA082UP0Y2A200C2000000/  
 16. 02/09/2022（分析紹介）新型コロナが影響 失われた婚姻が約 11 万件と推計 テレビ

朝日 https://news.tv-asahi.co.jp/news_economy/articles/000244257.html  
 17. 02/15/2022（寄稿）婚姻数急減｢人と会えなかった 2 年｣の深刻な影響  東洋経済オ

ンライン https://toyokeizai.net/articles/-/510941  
 18. 02/25/2022（分析紹介）人口動態コロナの影濃く 21 年婚姻 4%減、出生減拍車も

 日本経済新聞

 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA249XK0U2A220C2000000/  
 19. 02/27/2022（分析紹介）第 6 波「致死率」が「重症化率」上回る 医学的には重症な

のに…「軽症」扱いで亡くなる高齢者相次ぐ  東京新聞

 https://www.tokyo-np.co.jp/article/162536  
 20. 04/22/2022（コメント引用）新型コロナの行く先：上 「５月１日、東京ではＢＡ．

２が９９％」 朝日新聞 https://www.asahi.com/articles/DA3S15273642.html  
 21. 04/29/2022 （分析紹介）コロナの症状は軽いのに、亡くなる人が増えている なぜ？ 

オミクロン第６波の不思議 北海道新聞 https://www.hokkaido-np.co.jp/article/675332/  
 22. 05/15/2022 （コメント引用）コロナ制限の効果どこまで 8 県、発令でも感染増 日

本経済新聞 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA269PN0W2A420C2000000/  
 23. 07/07/2022 （分析紹介）都内感染者、第 6 波ピークの 2 倍で病床不足も 専門家試算

 日本経済新聞

 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC078F80X00C22A7000000/  
 24. 08/09/2022 （分析紹介）コロナ禍の結婚１５万件減 将来出生２４万マイナスも 産

経新聞

 https://www.sankei.com/article/20220809-E7V5C33PZ5KLBM5K67YBKKOR34/  
 25. 08/17/2022 （分析紹介）コロナで自殺者 8 千人増、20 代女性最多 東大試算 日本経

https://www.nikkei.com/article/DGXZQODK262890W1A221C2000000/
https://www.tokyo-np.co.jp/article/154044
https://www.chunichi.co.jp/article/399919
https://toyokeizai.net/articles/-/503643
https://mainichi.jp/articles/20220119/ddm/002/040/102000c
https://www.youtube.com/watch?v=71L8luMFjL4
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA277W40X20C22A1000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA017B10R00C22A2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA082UP0Y2A200C2000000/
https://news.tv-asahi.co.jp/news_economy/articles/000244257.html
https://toyokeizai.net/articles/-/510941
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA249XK0U2A220C2000000/
https://www.tokyo-np.co.jp/article/162536
https://www.asahi.com/articles/DA3S15273642.html
https://www.hokkaido-np.co.jp/article/675332/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA269PN0W2A420C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC078F80X00C22A7000000/
https://www.sankei.com/article/20220809-E7V5C33PZ5KLBM5K67YBKKOR34/
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済新聞 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUE171160X10C22A8000000/  
 26. 08/17/2022 （分析紹介）コロナで自殺者８千人増 ２０代女性最多、経済影響か ２

０年３月以降、東大試算 行動制限で若者孤独も 産経新聞

 https://www.sankei.com/article/20220817-UA3LUHXPQFNONDNZGS3BJW57WY/  
 27. 09/21/2022 （寄稿）私たち経済学者が｢コロナ感染の分析｣に挑んだ訳 東洋経済オ

ンライン https://toyokeizai.net/articles/-/619804  
 28. 09/28/2022 （寄稿）政府のコロナ対応､経済学者との知られざる対話 東洋経済オン

ライン https://toyokeizai.net/articles/-/619823  
 29. 10/02/2022（分析紹介）コロナ禍で女性だけ自殺が増えている なぜ？  NHK

 https://www3.nhk.or.jp/news/special/sci_cul/2022/10/story/suicide-prevention22100
3/  

 30. 10/05/2022 （寄稿）中から｢政府のコロナ対応｣見た経済学者の課題感 東洋経済オ

ンライン https://toyokeizai.net/articles/-/619847  
 31. 11/09/2022 （インタビュー）『コロナ危機、経済学者の挑戦』を上梓 - 仲田泰祐・東

大経済学部准教授に聞く◆Vol.1 m3.com
 https://www.m3.com/news/open/iryoishin/1092398  

 32. 11/13/2022 （インタビュー）政策分析「賛否、双方の立場から意見」が成功 - 仲田

泰祐・東大経済学部准教授に聞く◆Vol.2 m3.com
 https://www.m3.com/news/open/iryoishin/1092399  

 33. 11/19/2022 （インタビュー）第 8 波で政策分析に区切り、次なるパンデミックの備え

も - 仲田泰祐・東大経済学部准教授に聞く◆Vol.3 m3.com
 https://www.m3.com/news/open/iryoishin/1092400  

 34. 01/15/2023 （インタビュー）日本はコロナ死者を 1 人減らすと経済損失 20 億円、英

国の 40 倍!?「命の価値」の議論が必要だ ダイアモンド Online
 https://diamond.jp/articles/-/315938  

 35. 01/25/2023 （寄稿）社会活動を過小評価？コロナ禍の日本の価値観 各国のデータを

用いて｢命の価値｣を試算 東洋経済オンライン https://toyokeizai.net/articles/-/647138  
 36. 02/05/2023 （インタビュー）最終的には「死生観」と向き合わざるを得ない：転換点

の新型コロナ 何が課題か リスク対策.com
 https://www.risktaisaku.com/articles/-/76541  

 37. 03/14/2023 （分析紹介）マスク個人判断になっても「着用率は高止まりの可能性」 専

門家分析 朝日新聞 https://www.asahi.com/articles/ASR3F73Q8R3FUTFL01Z.html  
 38. 03/26/2023 （分析紹介）「脱マスク」厚労省苦心 高まらぬ機運、情報発信に課題

 日本経済新聞

 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA220PF0S3A320C2000000/  
 39. 03/26/2023 （分析紹介）マスク着用状況調査 2022 年からおおむね横ばいの状態

 NHK https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/mask/detail/detail_38.html  
 40. 03/28/2023 （分析紹介）「1 カ月以内にコロナ感染する」 自分で感じるリスク、実

際の 10 倍 朝日新聞 https://www.asahi.com/articles/ASR3X6590R3XUTFL00X.html  
 41. 04/14/2023 （分析紹介）マスク着ける？外す？…「周囲の目」ではなく、多様な意見

に触れ「自分で判断」  読売新聞

 https://www.yomiuri.co.jp/national/20230413-OYT1T50222/4/  
 42. 06/08/2023 （分析紹介）街の中で「マスク着ける」４６％、５類移行前より微減…３

月に比べると２０ポイント減  読売新聞

 https://www.yomiuri.co.jp/national/20230608-OYT1T50026/  

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUE171160X10C22A8000000/
https://www.sankei.com/article/20220817-UA3LUHXPQFNONDNZGS3BJW57WY/
https://toyokeizai.net/articles/-/619804
https://toyokeizai.net/articles/-/619823
https://www3.nhk.or.jp/news/special/sci_cul/2022/10/story/suicide-prevention221003/
https://www3.nhk.or.jp/news/special/sci_cul/2022/10/story/suicide-prevention221003/
https://toyokeizai.net/articles/-/619847
https://www.m3.com/news/open/iryoishin/1092398
https://www.m3.com/news/open/iryoishin/1092399
https://www.m3.com/news/open/iryoishin/1092400
https://diamond.jp/articles/-/315938
https://toyokeizai.net/articles/-/647138
https://www.risktaisaku.com/articles/-/76541
https://www.asahi.com/articles/ASR3F73Q8R3FUTFL01Z.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA220PF0S3A320C2000000/
https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/mask/detail/detail_38.html
https://www.asahi.com/articles/ASR3X6590R3XUTFL00X.html
https://www.yomiuri.co.jp/national/20230413-OYT1T50222/4/
https://www.yomiuri.co.jp/national/20230608-OYT1T50026/
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 43. 2023 年 6 月号（寄稿）政策決定に欠けていた多様な議論 VOICE
 https://www.php.co.jp/magazine/voice/?unique_issue_id=12546  

 44. 05/29/2024 （コメント引用） 小池百合子都知事が全国をリードした「コロナ休業協

力金」 「2 兆円」の効果はまだ見えない〈検証小池都政〉  東京新聞

 https://www.tokyo-np.co.jp/article/330024  
 
 
5-4-2．受賞 
 （1） 
2021 年 11 月： 第 6 回円城寺記念章 日本経済新聞・日本経済研究センター

 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCD2514M0V21C21A1000000/ 
 
 （２） 
2022 年 2 月： 第 5 回 GPIF Finance Awards GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）

 https://www.gpif.go.jp/investment/research/awards/announcement_05.html 
 
（３） 

2024 年 9 月： KDDI Foundation Award 2024 KDDI 財団

 https://info.kddi-foundation.or.jp/8420/ 
 
5-4-3．その他 
 （1）Zoom 説明会 
 
本プロジェクトを展開していく中で心掛けたことの一つは、「分析内容・分析結果を誤解なく

非専門家に伝えること」である。その目的を果たすための手段が、メディア・政策関係者・

他分野専門家・一般市民を対象とした Zoom 説明会である。 
 
2021 年 4 月から開始した Zoom 説明会だが、本プロジェクト開始後にも継続した。2021 年

10 月から 2023 年 3 月の間に 42 回の Zoom 説明会を開催した。 
 
平均すると一回当たり約 15 名の参加者が集まった。感染・病床に関する見通しと社会経済活

動に関する発表が多かったが、政策コミュニケーションに関する分析の発表も何度か行った。

パンデミック政策の最前線にいた公衆衛生・医療の専門家の方々、医療現場の方々、官庁の

役人、メディアの方々、実に様々な方々が参加した。 
 
Zoom 説明会開催初期は、自身の分析の発表が主であったが、2022 年 1 月以降は自身の分析

の発表だけでなく様々な分野の研究者・政策立案者を招いて発表してもらった。本来の目的

（「分析内容・分析結果を誤解なく非専門家に伝えること」）だけでなく、Zoom 説明会は関

係者のネットワーク構築の場としても機能した。 
 
2022 年 3 月末までの Zoom 説明会の動画は以下 URL で公開している。 
 
https://covid19outputjapan.github.io/JP/recording.html  
 
2021 年 10 月以降の Zoom 説明会 

https://www.php.co.jp/magazine/voice/?unique_issue_id=12546
https://www.tokyo-np.co.jp/article/330024
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCD2514M0V21C21A1000000/
https://www.gpif.go.jp/investment/research/awards/announcement_05.html
https://info.kddi-foundation.or.jp/8420/
https://covid19outputjapan.github.io/JP/recording.html
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 2021 年 10 月 11 日：「コロナ禍の自殺」, 「飲食店規制の感染への影響：因果推論（一

橋大学・高久玲央）」 
 2021 年 10 月 25 日：「東京での感染減少の要因：定量分析」 
 2021 年 11 月 2 日：「コロナ感染と経済活動の見通し」, 「7 月―9 月の感染の増減の要

因（名古屋工業大学・平田晃正）」 
 2021 年 11 月 22 日：「8 月の分科会「人流 5 割削減」提案からの教訓」・「人流と感染変

化率の関係 （筑波大・倉橋教授）」 
 2021 年 12 月 6 日：「コロナ死亡回避の経済価値ーコロナ死者数を一人減少させるために

社会としてどのくらいの経済犠牲を受け入れるかー」 
 2021 年 12 月 27 日：「オミクロン株」、「2021 年の感染シミュレーションの振り返り」 
 2022 年 1 月 11 日：「第 6 波における重症化率・致死率」、「第 6 波における重症化率・致

死率モニタリング」、「感染と経済の見通し」 
 2022 年 1 月 15 日：「第 6 波におけるコロナ政策の指針」 
 2022 年 1 月 18 日：「緊急事態宣言に伴う経済の停滞」, 「濃厚接触者隔離に関する分析

１（東京財団・千葉安佐子）」 , 「濃厚接触者隔離に関する分析２（創価大・畝見達夫）」, 
「今後の見通し（名古屋工業大学・平田晃正）」 

 2022 年 1 月 22 日：「第 6 波におけるコロナ政策の指針：理論的背景」、「行動制限政策の

感染抑制効果：これまでの知見の整理」 
 2022 年 1 月 25 日：「第 6 波における重症化率：PCR 検査数制約の影響」、「今後の見通

し（名古屋工業大学・平田晃正）」 
 2022 年 2 月 8 日 ：「コロナ禍における子供の超過自殺」、「コロナ禍の婚姻」、「コロナ禍

の出生」、「今後の見通し」 
 2022 年 2 月 15 日：「今後の見通し」, 「新聞メディアは COVID-19 をどう報じたか？

―全国紙における「接触 8 割減」の内容分析―（関西大学・菅原慎悦）」, 「保育園休園

数の推定（東京財団・千葉安佐子）」 
 2022 年 2 月 22 日：「重症化率・致死率の推移、今後の見通し」, 「学校閉鎖・休校数の

分析（東京財団・千葉安佐子）」 
 2022 年 2 月 25 日：「新型コロナ感染症対策と EBPM（大阪大学・大竹文雄）」 
 2022 年 3 月 1 日 ：「コロナ禍の婚姻・出生」、「子供の感染と親の就労」(東京財団・千葉)、

「今後の見通し」（名古屋工業大学・平田）、「今後の見通し」（仲田) 
 2022 年 3 月 4 日 ：「3 月 4 日分科会に提出した意見書の解説と会議での発言内容（大阪

大学・大竹文雄）」  
 2022 年 3 月 8 日 ：「今後の見通し」, 「子供の超過自殺」, 「政策と専門知―アメリカの

金融政策と日本のコロナ政策の現場―」 
 2022 年 3 月 11 日：「まん防の政策評価分析（大阪大学・北村周平）」 
 2022 年 3 月 11 日：「出口戦略の考え方（大阪大学・大竹文雄）」 
 2022 年 3 月 15 日：「まん防解除後の見通し」、「コロナ禍における社会経済活動」 
 2022 年 3 月 17 日：「基本的対処方針分科会での発言（大阪大学・大竹文雄）」、「接種の

現状と課題・まん防解除後の戦略（国際医療福祉大学・和田耕治）」 
 2022 年 3 月 22 日：「今後の見通し」、「今後の感染対策と社会活動の両立―東京五輪を含

めた過去 2 年間の経験からの教訓―（川崎市健康安全研究所所長/オリパラ専門家会議座

長・岡部信彦）」 
 2022 年 3 月 26 日：「オミクロン株の性質による各公衆衛生対策効果の変化・今後の見通

し（長崎大学・古瀬祐気）」 
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 2022年 3月 31日：「コロナ病床補助金の効果―アメリカでの因果推論分析からの教訓（イ

ェール大学/半熟仮想(株)・成田悠輔）」 

 2022 年 4 月 5 日 ：「迅速抗体検査による予防接種効果検証（岡山大学・中⼭雅敬）」、「感

染対策と社会活動の両立―東京五輪での経験からの教訓―（東京オリパラ組織委員会運

営統括・中村英正）」 
 2022 年 4 月 14 日：「47 都道府県における病床見通し・見通しツール」, 「コロナ禍の超

過自殺」, 「高齢者療養の課題（東京大学・武藤香織）」 
 2022 年 4 月 21 日：「移動、接触、旅行の新型コロナ感染リスク：ワクチン接種の効果（経

済産業研究所・中田大悟）」, 「今後の見通し（名古屋工業大学・平田晃正）」 
 2022 年 4 月 26 日：「コロナ禍での失業率増加と自殺増や社会的セーフティネット利用増

との関連」（立教大学・安藤道人） 
 2022 年 5 月 16 日：「政策・医療現場の方々のための病床見通しツール」 
 2022 年 5 月 20 日：「都道府県別コロナ関連データセット」,「コロナ禍における経済活

動：国際比較」, 「コロナ禍における超過自殺」, 「47 都道府県の感染・経済・人流の

関係：レポートとダッシュボードの解説」, 「47 都道府県の感染・経済・人流の関係」, 
「感染、人流、ワクチンの関係」（成蹊大学・井上智夫、慶応大学・沖本竜義） 

 2022 年 7 月 6 日：「第 6 波における重症化率・致死率＜2022 年 1 月 10 日の分析の事後

検証＞ 」, 「第 7 波における重症化率・致死率の見通し」,  「47 都道府県における病

床見通し」, 「コロナ禍における子供の健康（東京財団・千葉安佐子）」 
 2022 年 7 月 15 日：「東京都における第 7 波の病床見通し」, 「第 7 波におけるコロナ対

策の選択肢 」,  「行動制限・情報効果に関する実証分析のまとめ 」, 「第六波におけ

る水際対策の効果検証 」, 「今後の水際対策緩和の感染への影響」 
 2022 年 7 月 20 日：「コロナ禍における超過自殺 」, 「47 都道府県における病床見通し」, 

「第 7 波における病床見通し（東京、大阪、神奈川、沖縄）」, 「47 都道府県における感

染・経済・人流の関係」 
 2022 年 7 月 26 日：「第 7 波における重症化率・致死率・入院率モニタリング 」, 「第 7

波における病床見通し（東京、大阪、神奈川、沖縄）」, 「コロナ禍における婚姻・出生」 
 2022 年 8 月 30 日：「第 7 波における病床見通し（東京、大阪、神奈川、沖縄）」, 「47

都道府県における病床見通し」,  「コロナ禍における経済損失：国際比較 」, 「2022
年前半の厚生労働省アドバイザリーボードの見通し」,  「コロナ禍の超過自殺」 

 2022 年 9 月 27 日：「第 6・7 波における感染予測の検証」, 「コロナ危機、経済学者の

挑戦」, 「政策形成過程への専門家の関与：感染症の流行制御を事例に（黒河昭雄、神奈

川県立保健福祉大学）」 
 2022 年 10 月 18 日：「第 7 波における隔離期間短縮化の評価（東京財団政策研究所・千

葉安佐子）」, 「今後の新規陽性者数および死者数の予測（名古屋工業大学・平田晃正）」 
 2022 年 11 月 10 日：「第 8 波における病床見通し」, 「数理モデルによる COVID-19 の

国内の集団免疫割合の推計（神戸大学・國谷紀良）」 
 2022 年 12 月 27 日：「第 8 波における病床見通し」, 「Trust and Policy」, 「Pandemic 

Assumptions and Reality in Japan」 
 2023 年 3 月 13 日：「2022 年 8 月から 2023 年 3 月第 1 週までのマスク着用と着用意向」, 

「コロナ感染の就労への影響」, 「濃厚接触者隔離の就労への影響」 
 2023 年 3 月 28 日：「2022 年 8 月から 2023 年 3 月第 4 週までのマスク着用と着用意向」, 

「主観的なコロナリスク評価」 
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（2）テレビ・ラジオ出演 
 
テレビ・ラジオにも依頼があれば出演し、分析の紹介・分析に基づいたコメント提供を行

った。 
 
 07/26/2021 出演 第５波見通し緊急分析 東大研究者最新データ パスポートは切

り札か BS フジ・プライムニュース  
 08/12/2021 出演 最新データを徹底分析 いつまで続く感染拡大 収束への道筋と

対策は BS フジ・プライムニュース  
 10/20/2021 出演 深層 NEWS 日本テレビ  

 
 01/19/2022 出演 羽鳥慎一モーニングショー テレビ朝日  
 02/08/2022 出演 「第 6 波ピークアウト」はいつか？ 新型コロナ対策＆経済両立の

在り方（仮） BS フジ・プライムニュース  
 07/24/2022 出演 日曜討論 NHK

 https://www.nhk.jp/p/touron/ts/GG149Z2M64/episode/te/5PQXG64RXX/  
 07/29/2022 出演 首都圏情報ネタドリ！ NHK

 https://www.nhk.or.jp/archives/chronicle/detail/?crnid=A20220729193000130210
0  

 08/20/2022 出演 サタデーステーション テレビ朝日  
 01/06/2023 出演 水際対策についてのコメント フェニックステレビ

 http://share.fengshows.com/article.html?id=b97b5c7f-d70b-4ac3-908b-dd8095c1d
677&channelID=r06&time=1673016561.999800  

 02/07/2023 出演 コロナ危機における統計的生命価値 飯田浩司の OK! Cozy up！  
 
 
（3）他学会へのアウトリーチ活動 

 
 2023 年 7 月号 対談 コロナが都市に及ぼした影響とこれからの都市 都市計画（日本都

市計画学会） https://www.cpij.or.jp/com/edit/202307.html  
 2024 年 5 月号 寄稿 数理モデルと政策：コロナ危機からの教訓 日本数理生物学会 ニュ

ースレター https://www.jsmb.jp/newsletter/backnumbers/NL-103.pdf  
 

5-5．特許出願 
 
なし 
 

6．その他（任意） 

 
なし 
 

https://www.nhk.jp/p/touron/ts/GG149Z2M64/episode/te/5PQXG64RXX/
https://www.nhk.or.jp/archives/chronicle/detail/?crnid=A202207291930001302100
https://www.nhk.or.jp/archives/chronicle/detail/?crnid=A202207291930001302100
http://share.fengshows.com/article.html?id=b97b5c7f-d70b-4ac3-908b-dd8095c1d677&channelID=r06&time=1673016561.999800
http://share.fengshows.com/article.html?id=b97b5c7f-d70b-4ac3-908b-dd8095c1d677&channelID=r06&time=1673016561.999800
https://www.cpij.or.jp/com/edit/202307.html
https://www.jsmb.jp/newsletter/backnumbers/NL-103.pdf
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